
南阿蘇村立保育所のあり 方検討委員会より
答申書が提出さ れまし た
〜子ども たちの未来にと っ て最善の保育環境を目指し て〜

〈 問い合わせ〉こども未来課 子育て支援係　 ☎09 67（ 6 7）2 715

　
少
子
化
の
進
行
や
施
設
の
老
朽
化
、
現
場
の

負
担
軽
減
と
い
っ
た
課
題
に
対
応
し
、
将
来
に

わ
た
り
最
善
の
保
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、
検

討
を
重
ね
て
き
た
「
南
阿
蘇
村
立
保
育
所
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
、
太
田
村
長
へ
答
申

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
答
申
は
、
単
な
る
コ
ス
ト
削
減
で
は
な
く
、

段
階
的
な
再
編
や
民
営
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

財
源
・
資
源
を
、
保
育
の
質
の
向
上
や
保
護
者

支
援
に
戦
略
的
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
会
で
議
論
さ
れ
た
民
営
化
に
つ

い
て
、
保
育
料
は
公
営
と
原
則
変
わ
ら
な
い
こ

と
や
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
質
の
高
い
運
営

に
よ
り
公
営
・
民
営
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
答
申
書
の
詳
細
や
こ
れ
ま
で
の
審
議
概
要
は
、

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

答
申
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

●
二
段
階
で
の
再
編
プ
ロ
セ
ス

第
１
段
階
（
当
面
１
～
２
年
）

３
園
体
制
を
維
持
し
た
ま
ま
、
２
園
（
は
く

す
い
・
く
ぎ
の
）
を
先
行
し
て
民
間
委
託
へ

移
行
。

第
２
段
階
（
将
来
３
～
５
年
）

将
来
の
園
児
数
推
計
に
合
わ
せ
、
中
長
期
的

に
「
２
園
体
制
（
公
営
１
・
民
営
１
）
」
へ
集
約

し
新
園
を
整
備
。

●
創
出
財
源
の
子
育
て
・
保
育
へ
の
還
元

完
全
給
食
の
導
入
と
無
償
化
（
主
食
の
持
参
不
要
）

お
む
つ
無
償
利
用
（
サ
ブ
ス
ク
）
の
導
入

体
操
・
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
専
門
教
育

の
充
実

フ
リ
ー
保
育
士
の
配
置
に
よ
る
現
場
改
善

●
安
全
で
利
便
性
の
高
い
園
舎
適
地
の
選
定

　
災
害
リ
ス
ク
の
完
全
回
避

　
送
迎
利
便
性
を
重
視
し
た
用
地
選
定

●
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
村
で
は
答
申
を
受
け
、
実
現
可
能
性
を
検
証

す
る
た
め
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。
具
体
的
な
方
向
性
の
見
通
し
が

立
っ
た
段
階
で
、
改
め
て
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
し
、
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

元気にすく すく 育つ子ども たち（ ち ょ う よう 保育園）村HP

答申書を手にする 太田村長（ 写真中央）と

有識者の今吉委員（ 左）、 園田副村長（ 右）
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お
知
ら
せ


